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は
じ
め
に 

千
歳
の
旧
名
「
シ
コ
ツ
」
は
、
ア
イ
ヌ
地
名
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
が
蝦
夷
地
を
直
轄

し
た
際
、
初
代
箱
館
奉
行
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
羽は

太ぶ
と

正
養

ま
さ
や
す

が
、
文
化
二
（
一
八
〇
五
）

年
、
シ
コ
ツ
川
の
「
シ
コ
ツ
」
は
音
の
響
き
が
悪
い
こ
と
、
ま
た
、
当
地
が
鶴
の
生
息

地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
鶴
は
千
年
」
の
中
国
の
故
事
に
ち
な
み
、
シ
コ
ツ
川
を
「
千
歳

川
」
に
改
名
し
た
。
現
在
の
和
語
「
千
歳
」
の
呼
び
名
の
誕
生
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

「
一
．
改
名
以
前
の
シ
コ
ツ
」、「
二
．
シ
コ
ツ
川
を
千
歳
に
改
名
」、
そ
の
中
で
釜
加
神

社
の
厨
子
を
紹
介
し
、
つ
い
で
、『
増
補
千
歳
市
史
』
に
記
述
さ
れ
て
以
来
、
北
海
道
文

化
財
保
護
協
会
会
員
地
蔵
慶
護
に
よ
っ
て
「
本
当
の
シ
コ
ツ
は
ど
こ
か
、
シ
コ
ツ
発
祥

の
地
」

（
１
）

が
論
議
さ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
の
「
三
．
シ
コ
ツ
発
祥
の
地
に
つ
い
て
」
を
記

述
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
見
解
を
提
示
し
た
い
。 

 一
．
改
名
以
前
の
シ
コ
ツ 

シ
コ
ツ
の
意
味 

知
里
真
志
保

（
２
）

に
よ
る
と
、
シ
コ
ツ
は
ア
イ
ヌ
語
で
シ
コ
ッ・Si-kot

（
大
き
い
窪
地
、
大
谷
）
と
い
う
（
以
下
ア
イ
ヌ
語
発
音
の
促
音
を
表
す
場
合
は
小
文

字
の
「
ッ
」
と
す
る
）。「
シ
ッ
」
は
「
大
き
な
」「
本
当
の
・
真
の
」
と
い
う
意
味
を
表

し
、「
コ
ッ
」
は
「
窪
地
・
凹
地
・
谷
間
」
の
地
形
を
指
し
て
い
る
。 

諸
記
録
に
み
る
シ
コ
ツ 

諸
記
録
に
現
れ
た
「
シ
コ
ツ
」
を
年
代
の
古
い
順
に
抄
出

し
て
み
る
と
、お
お
よ
そ
表-

１
の
よ
う
に
な
る
。絵
図
で
最
も
古
い
も
の
は
正
保
元（
一

六
四
四
）
年
、
幕
府
が
全
国
の
御
国
絵
図
作
成
の
た
め
に
各
藩
に
命
じ
て
提
出
さ
せ
た 

                         

表-1 シコツ名の変遷抄 

和暦(西暦)年 文献(『 』)・地図(＊)名 しこつ・シコツの記載 備   考 

正保元(1644） ＊「正保御国絵図」 
「ぬま」の図あり。日本海イシカリから
太平洋ユウフツへ抜ける「シコツ越え」
「ユウフツ越え」の道路を朱色で示す。 

松前藩が幕府に献上した絵図。 

万治元(1658) 
『福山秘府』(安永９年
1780年に記録完成) 

志古津に弁財天社造立を記録 
万治3年ご神体安置。松前藩の史
料集成。 

寛文10(1670) 「松前蝦夷蜂起巨細上申」 しこつ 
「松前下の国しこつと申所の頭
鬼菱と申狄」 

天和元(1681) ＊松前国蝦夷図 志こ津  
正保図を基本とし、長久保玄珠
（赤水）作。 

元禄13(1700) ＊元禄御国絵図 志こつ 正保図を基本に改良したもの。 

享保８(1723) 『松前年々記』 シコツ 
「東蝦夷地シコツト申候所（略)
困窮、飢死仕候」 

享保16(1731) 『津軽一統志』 しこつ 
「ウタウと申狄(中略)しこつへ
行詰相果候に付」 

元文４(1739) 『蝦夷商賣聞書』 志骨大場所、志骨大将 作者不詳、聞書きによる経済書 
寛政９(1797) 『蝦夷巡覧筆記』 シコツ川、シコツ沼(現長都沼) 松前藩士・高橋壮四郎寛光 

寛政11(1799) 『蝦夷日記』 
支骨川、支骨沼（現長都沼） 
シコツ十ヶ所 

水戸藩医師・木村謙次(近藤重蔵
の秘書役) 
＊この年、幕府は「千歳」を含む
東蝦夷地を直轄地とする。 

文化２(1805) 『休明光記』 千年、千とせ、千歳に改名  徳川幕府箱館奉行・羽太正養著 

文化４(1807) 『西蝦夷地日記』 千年川、しこつ沼（現長都沼） 
徳川幕府若年寄堀田摂津守の随
行者、御小人目付・田草川伝次郎 

文化６(1809) 『西蝦夷地旅行日記』 千年、千年沼、シコツ沼（現長都沼） 津軽藩士・竹内甚左衛門 
安政4(1857) 『夕張日誌』 支骨湖、志こ津、しこつ沼（現長都沼） 松浦武四郎 
文久３(1863) 
～５ 『東蝦夷日誌』 シコツ湖、千歳、 松浦武四郎 
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も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
図
は
独 

立
し
た
地
図
と
し
て
は
残
っ
て 

お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
こ
れ
を
基 

に
し
て
作
っ
た
「
正
保
御
国
絵 

図
」
の
一
部
と
し
て
残
さ
れ
て 

い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
絵
図 

に
は
、
中
央
に
大
き
な
「
ぬ
ま
」 

の
図
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、 

地
名
シ
コ
ツ
の
記
載
は
な
い
。 

だ
が
、
日
本
海
の
イ
シ
カ
リ
か 

ら
太
平
洋
の
ユ
ウ
フ
ツ
へ
抜
け 

る
い
わ
ゆ
る
「
シ
コ
ツ
越
え
」 

             

「
ユ
ウ
フ
ツ
越
え
」
の
道
路
が
、
朱
色
で
描
か
れ
て
い
る
。
次
の
元
和
元
（
一
六
八
一
）

年
の
「
松
前
国
蝦
夷
図

（
４
）

」
に
「
志
こ
津
」
が
登
場
し
、
次
い
で
元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）

年
の
「
元
禄
御
国
絵
図

（
５
）

」（
図-

１)

に
は
「
志
こ
つ
」、「
お
さ
つ
」、「
ろ
う
さ
ん
」
の
地

名
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら
は
現
在
の
千
歳
地
域
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。 

蝦
夷
地
・
樺
太
を
実
地
踏
査
し
た
地
図
の
う
ち
、
最
古
と
み
ら
れ
て
い
る
先
の
「
正

保
御
国
絵
図
」
は
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
『
蝦
夷
地
の
こ
ろ
』
に
所
載
さ
れ
て
お
り
、

「
松
前
国
蝦
夷
図
」「
元
禄
御
国
絵
図
」
の
二
点
と
比
較
す
る
と
、
と
も
に
こ
の
「
正
保

御
国
絵
図
」
を
基
本
に
改
良
し
、
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

こ
れ
ら
の
絵
図
・
諸
記
録
は
、
と
も
に
ア
イ
ヌ
語
の
音
を
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・ 

漢
字
混
じ
り
に
よ
る
一
音
一
字
の
万
葉
仮
名
式
で
表
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
し
こ

つ
」(

「
松
前
蝦
夷
蜂
起
巨
細
上
申
」『
津
軽
一
統
志
』)

、「
シ
コ
ツ
」、「
シ
コ
ツ
川
」(

『
松

前
年
々
記
』『
蝦
夷
巡
覧
筆
記
』)

、「
志
古
津
」(

『
福
山
秘
府
』) 

で
あ
る
。 

漢
字
表
記
が
現
れ
る
の
が
、「
志
骨
」（『
蝦
夷
商
賈
聞
書

え
ぞ
し
ょ
う
こ
き
き
が
き

』）
（
６
）

、「
支
骨
」(

『
蝦
夷
日

記
』)

で
、
い
ず
れ
も
川
名
や
場
所
名
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
の
中
で
、
最
古

の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
「
志
古
津
」
の
史
料
を
次
に
示
す
。 

①
志
古
津 

『
福
山
秘
府

（
７
）

』
に
は
「
志
古
津
」
と
あ
る
。
同
書
は
、
松
前
藩
主
道
広
が

家
老
松
前
広
長
に
命
じ
て
編
さ
ん
さ
せ
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
に
完
成
し
た
松
前

藩
の
史
料
集
で
あ
る
。  

第
拾
弐 

「
諸
社
年
譜
並
境
内
堂
社
部
」 

一 

如
来
堂 

造
営
之
由
緒
年
号
不
明 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
蝦
夷
地
碓 

 

「
按朱

ル
ニ
慶
長
十
八
年
此
堂
建
立
ナ
リ 

一 

弁
財
天
小
社 

安
永
七
年
ニ
イ
タ
リ
一
百
年
二
十
一
年
ナ
リ 

 

同 
 

志 

古 

津 

 
 
 
 
 

万
治
元
戌
年
造
営 

同
三
年
神
体
ヲ
安
置 

図-１ 「元禄御国絵図」元禄 13(1700)年（『新
撰北海道史』第2巻通説1所載） 
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「
按朱

ル
ニ
実
ハ
万
治
三
年
造
立
ナ
ル
ベ
シ
」 

こ
こ
に
は
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
、
あ
る
い
は
同
三
（
一
六
六
〇
）
年
に
、
東
蝦

夷
地
の
志し

古
津

こ

つ

（
現
在
の
千
歳
）
に
弁
財
天
小
社
を
造
立
し
、
御
神
体
を
安
置
し
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。 

『
福
山
秘
府
』
に
は
、
同
書
を
編
さ
ん
し
た
安
永
九
（
一
七
八
〇
）
年
の
時
点
で
、

北
海
道
東
部
（
東
蝦
夷
地
）
志
古
津
の
外
に
も
弁
財
天
を
祀
っ
た
五
ヵ
所
と
し
て
、
箱

館
村
（
現
函
館
市
）・
上
之
国
村
（
現
上
ノ
国
町
）・
江
差
村
（
現
江
差
町
）・
伏
木
戸
村

（
現
江
差
町
）・
突
府
村
（
現
乙
部
町
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

和
人
地
内
で
あ
り
、
海
岸
部
の
漁
場
で
あ
る
。
志
古
津
だ
け
が
東
蝦
夷
地
で
あ
り
、
内

陸
で
あ
る
。
シ
コ
ツ
に
河
川
と
漁
の
弁
財
天
小
社
を
造
営
し
た
の
は
、
シ
コ
ツ
川
（
の

ち
の
千
歳
川
）
流
域
で
ア
イ
ヌ
と
交
易
を
し
て
い
た
和
人
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
越
年

を
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。『
福
山
秘
府
』
で
は
当
時
、
弁
財
天
小
社
が
志
古
津
の
ど

こ
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
か
位
置
ま
で
は
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

②
「
志
骨
」 

シ
コ
ツ
が
「
志
骨
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る
の
は
『
蝦
夷
商
賈
聞
書
』

（
元
文
四
年
・
一
七
三
九
）
で
あ
る
。
シ
コ
ツ
は
「
志
骨
大
場
所
也
」
と
し
て
場
所
請 

負
制
度
の
運
上
人
八
人
が
紹
介
さ
れ
、
シ
ナ
の
樹
皮
で
綯な

っ
た
縄
を
生
産
す
る
こ
と
、

鹿
皮
、
熊
皮
、
干か

ら

鮭さ
け

な
ど
豊
富
な
産
物
の
出
所
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
大 

        

場
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
シ
コ
ツ
は
、
現
在
の
千
歳
地
域
の
ほ
か
も
含
め
た
範
囲
を
指

し
て
い
る
。
同
書
に
よ
り
、
初
め
て
「
骨
」
に
よ
る
表
記
が
出
て
く
る 

③
「
支
骨
」 

「
支
骨
」
は
、
水
戸
藩
の
医
者
木
村
謙
次
が
幕
府
支
配
勘
定
近
藤
重

蔵
の
秘
書
役
と
し
て
、
エ
ト
ロ
フ
島
（
現
北
方
領
土
）
に
赴
き
、
初
め
て
日
本
領
と
し

て
の
標
木
を
建
て
た
と
き
の
調
査
日
記
、『
蝦
夷
日
記

（
８
）

』（
寛
政
十
一
年
・
一
七
九
九
）

に
み
ら
れ
る
。 

同
日
記
で
は
、「
訪 

差
離
屋

ザ
リ
オ
ク 

 

支
骨
流
水
湍 

二
三
漁
子
宅 

不
知
魚
市
中 

何

処
差
離
屋
」
の
よ
う
に
、「
支
骨
」
を
漢
詩
に
用
い
て
い
る
。
日
記
の
平
文
で
は
カ
タ
カ

ナ
「
シ
コ
ツ
川
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
志
骨
」「
支
骨
」
は
、
歯
切
れ
良
く

表
現
し
た
い
場
合
や
、
漢
詩
な
ど
文
字
に
対
し
て
特
別
な
視
覚
を
意
識
し
た
場
合
に
限

っ
て
用
い
た
よ
う
だ
。
木
村
は
、
千
歳
が
鮭
漁
の
不
漁
に
よ
っ
て
、
二
、
三
軒
の
漁
家

が
空
家
状
態
と
な
っ
た
様
子
を
漢
詩
に
記
し
た
。 

ま
た
、
時
代
は
下
る
が
、
松
浦
武
四
郎
の
『
夕
張
日
誌

（
９
）

』（
安
政
四
年
・
一
八
五
七
）

の
絵
図
に
は
「
題 

支
骨
湖
図
」(

現
支
笏
湖
の
こ
と)

が
あ
る
。
羽
太
正
養
が
文
化
二

（
一
八
〇
五
）
年
に
「
シ
コ
ツ
川
」
を
「
千
歳
川
」
に
改
名
し
て
五
十
二
年
後
の
こ
と

で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
武
四
郎
は
川
名
に
は
「
千
歳
川
」
と
記
し
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
一
音
一
字
の
表
記
が
漢
字
表
記
に
移
行
し
て
い
く
時
期
は
、
幕
府
が

シ
コ
ツ
を
含
む
東
蝦
夷
地
を
直
轄
地
と
し
、
松
前
藩
が
開
設
し
た
場
所
請
負
人
を
廃
止

し
、
運
上
屋
を
会
所
と
改
め
た
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
の
時
期
に
重
な
る
。
エ
ゾ

地
に
お
い
て
内
的
に
は
和
人
に
よ
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
支
配
が
進
み
、
和
人
の
往
来
が
頻

繁
に
な
る
。
対
外
的
に
は
、
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
は
ロ
シ
ア
人
が
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
半
島
を
征
服
、
以
降
千
島
列
島
を
南
下
し
始
め
、
安
永
七
（
一
七
七
九
）
年
は
ロ
シ

ア
人
が
松
前
藩
に
通
商
を
要
求
す
る
に
い
た
る
。
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
は
フ
ラ
ン

ス
船
が
日
本
北
地
を
探
検
す
る
な
ど
、
こ
の
頃
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
の
出
現
も
多
く
な

る
。
幕
府
は
国
境
を
明
確
に
し
、
周
辺
の
地
理
を
把
握
す
る
た
め
に
正
確
な
地
図
等
を

写真-１ 『蝦夷商賈聞書』に見える
「志骨」、元文４（1739）年 
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必
要
と
し
、
巡
検
（
実
地
調
査
）
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
ア
イ
ヌ
語

地
名
の
和
語
へ
の
置
き
換
え
も
進
む
こ
と
と
な
る
。 

次
に
紹
介
す
る
羽
太
正
養
が
、「
シ
コ
ツ
」
を
「
千
歳
」
に
改
名
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ア
イ
ヌ
語
と
は
切
り
離
さ
れ
た
和
名
「
千
歳
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 二
．
シ
コ
ツ
川
を
千
歳
川
に
改
名 

 

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
箱
館
奉
行
羽
太
正
養
が
「
シ
コ
ツ
川
」
を
「
千
歳
川
」

に
改
名
し
た
。
改
名
の
所
以
を
、
羽
太
は
自
著
『
休
明
光
記

（
ａ
）

』（
巻
之
五
）
に
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。
同
書
は
羽
太
の
在
任
期
間
、
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
か
ら
文
化

四
（
一
八
〇
七
）
年
に
至
る
東
蝦
夷
地
経
営
の
顛
末
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

文
化
元
年 

亀
田
村
万
年
橋
を
造
る
。
亀
田
村
の
橋
な
れ
ば
万
年
を
以
名
と
す
。 

文
化
二
年
丑
年 

ユ
ウ
ブ
ツ
の
内
シ
コ
ツ
川
と
い
ふ
川
有
。此
川
の
名
と
な
へ
あ
し
け
れ
ば

改
度
よ
し
、
其
所
を
受
け
持
ち
た
る
山
田

や
ま
だ

鯉り

兵
衛

へ

え

よ
り
い
ふ
。
彼
川
は
鶴
の
あ
ま
た
居
る
所

な
れ
ば
則
千
と
せ
川
と
改
む
。
是
も
同
年
の
事
な
り
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
亀
田
村
（
現
函
館
市
）
に
架
け
た
橋

を
亀
に
ち
な
ん
で
「
万
年
橋
」
と
名
づ
け
た
。
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
ユ
ウ
フ
ツ

地
域
を
担
当
し
て
い
る
箱
館
奉
行
支
配
調
役
並
山
田
鯉
兵
衛
が
、「
シ
コ
ツ
川
」
は
唱
え

て
み
る
と
音
の
響
き
が
悪
い
の
で
正
養
に
改
名
を
申
し
立
て
た
。
正
養
は
、
亀
田
村
の

橋
は
「
亀
は
万
年
」
の
中
国
の
故
事
ち
な
ん
で
「
万
年
橋
」
と
命
名
し
た
。
し
た
が
っ

て
鶴
が
多
く
棲
息
し
て
い
る
「
シ
コ
ツ
川
」
は
「
鶴
は
千
年
」
に
ち
な
ん
で
「
千
歳
川
」

と
し
た
。『
休
明
光
記
』
か
ら
は
以
上
の
こ
と
が
わ
か
る
。 

こ
の
い
き
さ
つ
を
記
録
し
た
も
の
が
釜
加
神
社
弁
財
天
を
安
置
し
た
厨
子

ず

し

で
あ
る
。 

釜
加
神
社
の
厨
子 

厨
子

（
ｂ
）

背
面
に
次
の
一
文
が
書
か
れ
て
い
る
。 

あ
き
ら
け
き
御
代

み

よ

の
御み

ひ
か
り
は
、
至い

た

ら
ぬ
く
ま
も
な
く
、
こ
さ
吹
（
く
）
蝦
夷

え

ぞ

が
島
ま

で
も
御
恵

み
め
ぐ
み

を
か
し
こ
み
、
た
び
ま
つ
る
事
に
な
ん
。
そ
の
島
の
う
ち
に
、
ゆ
ふ
ふ
つ
て
ふ
所

に
、
し
こ
つ
河
と
な
ん
い
へ
る
川
有
、
こ
の
河
何
と
や
ら
ん
、
と
の
ふ
る
ひ
び
き
の
よ
か
ら

ね
ば
、
山
田
嘉
充
が
云
ふ
よ
り
て
、
そ
は
鶴
の
あ
ま
た
を
り
居
る
所
な
れ
ば
、
千
と
世
河
と

も
い
ふ
べ
き
や
な
と
、
た
は
ぶ
れ
し
に
、
夫そ

（
れ
）
な
ん
よ
か
め
り
と
て
、
嘉
充
其
（
の
）

河
の
ほ
と
り
に
弁
財
天
を
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

し
、
な
お
其
（
の
）
こ
と
の
あ
ら
ま
し
を
し
る
さ
ま
ほ
し
、

と
い
ふ
に
ま
か
せ
て
、遂
に
禿
筆

と
く
ひ
つ

と
り
て
つ
た
な
き
言こ

と

の
葉
か
き
つ
け
待
る
も
の
な
る
か
し
。 

 

末
ひ
ろ
き
め
ぐ
み
も
し
る
し
河
の
名
の
千
と
せ
を
か
け
て
し
む
る
宮み

や

居い

は 

于と
き

時に

文
化
二
年
乙
丑
春
三
月 

従
五
位
下
藤
原
朝
臣
正 

謹
誌 

 

厨
子
由
来
文
の
要
旨 

「
明
る
い
ご
時
世
の
光
は
国
の
す
み
ず
み
ま
で
照
ら
し
て
い

る
の
で
、
え
ぞ
が
島
ま
で
も
そ
の
恩
恵
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
島

の
な
か
の
勇
払
と
い
う
所
に
シ
コ
ツ
川
と
い
う
川
が
あ
る
。
こ
の
川
は
ど
う
し
て
だ
ろ

う
か
、
呼
ぶ
の
に
ひ
び
き
が
よ
く
な
い
か
ら
変
え
て
ほ
し
い
と
山
田
嘉
充(

鯉
兵
衛)

が

た
の
む
の
で
、
そ
の
川
は
鶴
が
た
く
さ
ん
舞
い
降
り
て
棲
ん
で
い
る
所
な
の
だ
か
ら
、 

            

写真-2 釜加神社（現：釜加72番地の11） 

写真-3 弁財天厨子の裏面
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「
千
歳
川
」
と
で
も
い
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
冗
談
を
言
っ
た
ら
、
嘉
充
が
そ
れ
は
良 

い
名
だ
と
し
、
弁
財
天
を
勧
請
し
祀
る
の
で
、
そ
れ
に
改
名
の
い
き
さ
つ
を
記
し
て
ほ

し
い
と
頼
む
の
で
、日
頃
愛
用
し
て
い
る
筆
を
取
り
、拙
い
文
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

川
の
名
の
と
お
り
千
歳
に
わ
た
っ
て
お
わ
し
ま
す
こ
の
社
は
、
い
つ
ま
で
も
ご
利
益

が
あ
ら
た
で
す
よ
」（
長
見
義
三
「
市
史
つ
れ
づ
れ
」『
広
報
ち
と
せ
№586

』
を
一
部
改
め
、

引
用
） 

冒
頭
に
あ
る
「
明
る
い
ご
時
世
の
光
は
国
の
す
み
ず
み
ま
で
照
ら
し
て
い
る
の
で
、

え
ぞ
が
島
ま
で
も
そ
の
恩
恵
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
文
言
こ
そ

が
、
幕
府
に
よ
る
蝦
夷
地
直
轄
の
威
光
を
顕
示
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
表
し
て
い
る
。 

文
中
に
は
、『
休
明
光
記
』
同
様
の
改
名
の
い
き
さ
つ
に
加
え
て
、
山
田
嘉
充
（
鯉
兵 

衛
）
が
、
新
た
に
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
、
弁
財
天
を
勧
請
し
た
こ
と
も
記
し
て
い

る
。 弁

財
天
を
勧
請 

そ
れ
で
は
、
厨
子
を
奉
納
し
た
弁
財
天
社
は
ど
こ
に
造
営
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
。
時
代
は
下
っ
て
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
、
玉
虫
左
太
夫
（
仙
台
藩
士
）

が
記
し
た
『
入
北
記
』
の
な
か
に
、
造
営
位
置
の
記
述
が
み
え
る
。 

 

九
月
八
日 

快
晴 

朝
白
霜 

（
前
文
省
略
）
千
歳
川
会
所
へ
帰
着
、
已す

で

ニ
未
牌
ナ
レ
バ
辺
ヲ
一
見
セ
ン
ト
馬
ヲ
捨
テ
テ
歩

行
ニ
テ
弁
天
社
等
ヲ
一
見
シ
タ
リ
。此
弁
天
社
ハ
会
所
ヨ
リ
申
ノ
方
ニ
当
タ
リ
一
二
丁
斗
リ

行
キ
小
山
ニ
安
置
セ
ラ
レ
タ
リ
、
此
間
ニ
土
人
家
六
七
戸
見
ヘ
タ
リ
、
サ
テ
千
歳
川
ハ
弁
天

社
ヨ
リ
二
ツ
ニ
分
レ
会
所
傍
ニ
テ
又
一
ツ
ト
ナ
ル 

千
歳
川
会
所
と
そ
の
船
着
場
は
、
現
在
の
千
歳
橋
の
近
く
、
ホ
テ
ル
か
め
や
（
本
町

一
丁
目
）
の
位
置
に
あ
っ
た
。
会
所
よ
り
申
（
西
南
西
）
の
方
角
へ
一
、
二
町
（
二
〇

〇
㍍
前
後)

行
っ
た
と
こ
ろ
の
小
山
に
安
置
さ
れ
て
い
る
、
と
い
え
ば
、
お
よ
そ
現
在
の

千
歳
神
社
に
あ
た
る
。
現
在
は
、
千
歳
神
社
境
内
の
一
角
に
、
文
化
二
年
造
営
の
弁
天

社
の
痕
跡
を
示
す
標
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
弁
財
社
は
地
元
の
漁
場
持
の
新
保
清
次
郎
が
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）

年
、
千
歳
川
下
流
の
釜
加
の
自
宅
庭
に
堂
を
建
て
祀
っ
て
い
た
が
、
明
治
三
十
八
（
一

九
〇
五
）
年
、
釜
加
神
社
（
現
在
の
釜
加
七
二
番
地
の
一
一
）
を
建
立
し
奉
納
し
た
。 

改
名
前
の
千
歳
（
シ
コ
ツ
） 

改
名
直
前
の
千
歳
の
様
子
を
記
録
し
た
二
つ
の
旅
日

記
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る
。 

（
一
）
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
、
武
藤
勘
蔵
の
『
蝦
夷
日
記

（
ｃ
）

』
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。 

 

七
月
二
十
五
日 

シ
コ
ツ
越
と
て
イ
シ
カ
リ
川
を
船
に
て
登
る
道
あ
り
。こ
の
道
を

出
立
す
。
ト
イ
シ
カ
リ
と
い
ふ
所
に
て
、
船
中
に
泊
す
。
二
十
六
日
、
未
明
に
出
船
。

イ
ザ
リ
川
と
い
ふ
所
に
て
日
も
く
れ
、
又
々
船
中
に
泊
す
。(

中
略) 

二
十
七
日
、

夕
が
た
シ
コ
ツ
に
着
船
す
。
二
十
八
日
、
同
所
出
立
。
船
路
に
て
東
蝦
夷
地
ユ
ウ
ブ

ツ
に
着
船
。
一
日
逗
留
。 

（
二
）
享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年
、
磯
谷
則
吉
は
『
蝦
夷
道
中
記

（
ｄ
）

』
で
次
の
よ
う
に
記

す
。 

（
五
月
）
四
日
、
申
刻
過
、
ウ
ツ
ロ
舟
に
乗
（
此
舟
は
巾
二
尺
計
、
長
二
間
計
の
大

木
を
く
り
た
る
也
。
棹
取
之
夷
人
三
人
、
番
人
一
人
惣
て
七
人
座
し
た
り
て
み
な
自

由
な
り
が
た
し
）
シ
コ
ツ
川
を
下
る
。
早
き
事
矢
の
ご
と
し
。
壱
里
半
計
に
し
て
オ

サ
ツ
ト
ウ
に
至
る
。
周
廻
凡
五
里
計
も
あ
る
へ
し
。
湖
沼
ナ
ド
ノ
コ
ト
ヲ
夷
人
唱
テ

ト
ウ
ト
云
。
本
邦
ニ
テ
モ
池
沼
ノ
コ
ト
ヲ
堤
ト
イ
ヘ
バ
是
モ
ツ
ツ
ミ
ノ
コ
ト
ニ
テ
塘

ナ
ル
ヘ
シ
。
ル
ウ
サ
ン
よ
り
三
里
余
に
し
て
イ
ヒ
ツ
と
言
所
に
至
る
に
、
酉
の
半
刻

頃
な
れ
ば
い
と
く
ろ
ふ
し
て
、
東
西
を
わ
き
難
し
。（
後
略
） 

改
名
後
の
千
歳 

改
名
直
後
の
千
歳
の
様
子
を
記
録
し
た
二
つ
の
旅
日
記
が
あ
る
の

で
紹
介
す
る
。 

（
一
）
一
つ
は
文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
十
月
、
石
狩
か
ら
千
歳
を
経
て
勇
払
へ
抜
け

た
田
草
川
伝
次
郎
の
『
西
蝦
夷
地
日
記

（
ｅ
）

』
で
あ
る
。
同
書
は
、
文
化
三
年
か
ら
四
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年
に
か
け
て
ロ
シ
ア
船
が
北
辺
を
襲
撃
し
た
後
、
幕
府
の
若
年
寄
堀
田
摂
津
守
に

随
行
し
て
蝦
夷
地
を
調
査
し
た
と
き
の
日
記
で
、
西
蝦
夷
地
直
轄
の
下
調
べ
も
兼

ね
て
い
た
。 

千
年
川
は
御
用
地
に
成
り
て
之
名
の
よ
し 

元
は
シ
コ
ツ
な
り
、
沼
名
、
川
名
、

地
名
と
も
同
じ
、
今
□
（
不
明
）
川
名
、
会
所
、
地
名
と
も
千
年
川
な
り 

イ
へ
ツ

の
上
シ
コ
ツ
沼
な
り
、
千
年
川
は
シ
コ
ツ
沼
へ
流
入 

(

略) 
 

（
二
）
次
は
、
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
、
夏
、
勇
払
か
ら
千
歳
、
さ
ら
に
石
狩
へ
む

か
う
道
程
で
あ
る
。 

津
軽
藩
士
竹
内
甚
左
衛
門
が
、
松
前
か
ら
宗
谷
に
い
た
る
蝦
夷
地
検
分
時
の
行

程
を
詳
細
に
記
し
た
『
西
蝦
夷
地
旅
行
日
記

（
ｆ
） 

自
弘
前 

西
蝦
夷
地
宗
谷
迄
之
往

反
』
を
み
て
み
よ
う
。
同
日
記
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
史
料
な

の
で
、
少
し
長
い
が
引
用
す
る
。
竹
内
は
千
歳
で
一
泊
し
、
シ
コ
ツ
沼
（
現
長
都

沼
）、
カ
マ
カ
を
通
過
し
江
別
川
を
下
っ
て
エ
ベ
ツ
ブ
ト
、
日
本
海
の
石
狩
湾
へ
抜

け
て
い
る
。 

< 
>

内
、
句
読
点
は
筆
者
の
補
足
に
よ
る
。 

一
、
七
月
廿
七
日 

早
朝
止
宿<

ユ
ウ
フ
ツ>

を
発
し
、
会
所
前
壱
町
斗
行
川
有
此
所

よ
り
川
船 

(

丸
木
船
数
十
艘
有
大
将
分
之
乗
船
壱
二
艘
有
幅
壱
間
斗
長
さ
五
間
位
も

可
在
丸
木
船
は
上
口
三
尺
位
底
弐
尺
斗
荷
弐
箇
斗
入
乗
組
四
人
船
之
者
二
人
斗) 

流

に
遡
り
ビ
ビ
迄
五
里
之
間
川
船
也
、
川
幅
三
、
四
十
間 

左
右
芦
原
流
甚
静
也
河
上
二

里
斗
に
て
沼
有
ケ
フ
ン
ケ
湖
と
云
長
サ
半
里
余
内
廻
二
里
斗
と
見
ゆ
る 

（
ケ
フ
ン
ケ

の
沼
ハ
勇
武
津
川
水
源
也
此
所
よ
り
四
方
打
ち
開
け
た
り 

申
酉
之
間
太
郎
前
嶽
戌

の
方
シ
コ
ツ
山
申
の
方
白
老
臼
辺
之
高
山
打
続
く
丑
寅
に
當
り
石
狩
嶽
ユ
ウ
バ
リ
山

何
れ
も
高
幽
に
見
ゆ
る
近
辺
山
な
く
洪
漠
之
土
地
也) 

夫
よ
り
半
道
程
船
行
、
小
休

所
有
是
迄
之
内
河
弐
筋
落
合
ふ
な
り
。
小
休
之
辺
よ
り
段
々
川
幅
狭
く
な
り
、
左
右
諸

木
多
し
、
壱
里
半
里
斗
舟
行
き
、
川
筋
屈
曲
に
し
て
幅
五
六
間
位
も
有
可
、
段
々
水
上

に
登
り
次
第
幅
弐
三
間
に
な
る 

昼
所
ビ
ゝ
是
迄
五
里
の
川
船
也
（
勇
武
津
川
水
上 

 
 

ビ
ゝ
湧
水
に
て
小
沢
な
り
）
支
度
処
蓬
屋
を
設
け

夷
家
も
な
し
（
都
て
此
川
不
深
五
六
尺
か
き
り
と

見
へ
故
に
流
に
の
ほ
る
と
雖
も
棹
越
る
る
故
船

は
や
く
櫓
橈
を
用
へ
す
）
昼
所
よ
り
野
山
壱
里
余

行
キ
シ
ヤ
ラ
コ
と
云
ふ
所
休
所
有(

此
辺
林
中

白
砂

（
ｇ
）

に
て
道
甚
よ
し)

又
半
道
程
行
て
、
小
橋
有 

此
流
れ
壱
丁
程
上
に
夷
家
四
五
戸
マ
ゝ
ツ
と
云

ふ
所
道
と
聞 

是
よ
り
程
な
く
千
年

（
ｈ
）

に
至
る 

（
も
と
ハ
シ
コ
ツ
と
云
ふ
、
近
頃
改
る) 

昼
後

二
里
都
て
林
中
也
会
所
有 

造
作
相
応
此
所
止

宿 

（
夷
家
廿
戸
斗
漁
猟
少
く
仕
入
負
に
至
る
ゆ

へ
、
唯
通
行
の
為
に
会
所
を
設
置
と
云
ふ
）
行
程

（
川
船
五
里
、
陸
二
里
） 

一
、
同
廿
八
日 

早
朝
千
年
を
発
し
会
所
前
よ

り
直
に
川
船
流
に
従
て
下
る 

河
幅
十
間
位 

左
右
樹
木
多
し
、
数
町
行
て
河
両
流
に
な
れ
と
も
、

無
程
落
合
ふ
也 

此
壱
里
程
の
間 

急
流
に
し

て
水
清
く
底
見
ゆ
る
な
り 

段
々
川
幅
広
く
な

り
、
十
四
五
間
も
可
有 

壱
里
半
程
船
行
千
年
沼

に
入
る
（
も
と
ハ
、
シ
コ
ツ
沼
と
云
ふ
湖
の
入
口

六
七
丁
前
よ
り
川
幅
広
く
浅
し 

船
難
航
所
有

沼
の
内
も
深
さ
三
四
尺
位
も
可
有
浅
く
見
ゆ
る 

な
り
） 

此
湖
の
長
さ
壱
里
半
も
可
有
哉
、
内
廻

も
四
五
里
斗
と
見
渡
る
ゝ
湖
を
行
畢
り
川
に
移

る
左
の
方
に
夷
家
有
ハ
マ
カ
と
云
ふ 

(

是
よ
り 

写真-4 西蝦夷地旅行日記（部分）文化６（1809）年：人間文化研究機構国文学研究資料館所蔵 
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末
を
イ
ベ
ツ
川
と
云
ふ 

此
辺
川
幅
広
し
以
下
段
々
流
も
静
か
に
水
濁
り
甚
深
く
見
ゆ

る
深
き
故
静
か
ぶ
に
甚
強
し
見
ゆ
れ
と
水
勢
い) 

数
拾
丁
船
行
左
の
際
に
休
所
有
此
の

辺
よ
り
河
の
左
右
際
高
く
河
幅
広
し
所
に
よ
り
廿
五
六
間
よ
り
卅
間
位
に
も
至
る
へ
し

都
て
此
河
通
り
左
右
よ
り
雑
木
繁
茂
せ
り
昼
所
イ
ザ
リ
ブ
ト
迄
船
行
五
里
（
九
月
七
日
帰

路
の
節
イ
ザ
リ
ブ
ト
よ
り
新
道
陸
行
な
り
、
川
向
よ
り
イ
ザ
リ
川
に
拾
丁
斗
行
、
此
辺
芦

原
に
て
打
開
け
た
る
所
也
、
夫
よ
り
林
に
入
り
弐
丁
斗
行
き
、
野
辺
を
行
、
止
宿
よ
り
二

里
斗
芦
野
を
行
林
に
入
る
范
所
々
に
有
れ
ど
も
林
中
道
よ
し
一
里
半
程
行
き
し
野
合
有

ヲ
サ
ツ
と
云
ふ 

昼
支
度
蓬
屋
有
夫
よ
り
無
程
林
之
内
へ
入
り
一
里
半
程
行
千
年
川
に

至
る 

川
向
否
会
所
也 

川
船
渡
し
川
船
も
五
里 

陸
道
も
五
里
也
今
日
船
と
陸
と
同

刻
出
立
し
て
千
年
着
も
同
刻
也
） 

イ
ザ
リ
ブ
ト
普
請
相
應
会
所
有
也 

（
登
に
ハ
此
所

止
宿
に
相
成
ル
）
昼
後
九
里
の
川
船
止
宿
ヱ
ベ
ツ
ブ
ト
に
至
る
此
所
石
狩
川
ヱ
ベ
ツ
川
落

合
に
て
河
幅
広
く
甚
深
し
と
云
普
通
行
屋
甚
廉
略
野
宿
同
様
也 

 

今
日
之
行
程
川
船

十
四
里 

（
此
所
夷
家
三
軒
有 

船
ハ
千
歳
よ
り
通
シ
也 
帰
路
の
節
は
此
九
里
の
川
船

一
日
路
也 

登
り
船
故
尤
も
遅
し 

夜
中
に
止
宿
を
発
し 
漸
々
暮
時
に
イ
ザ
リ
ブ
ト

に
着
致
ス 

櫓
橈
の
ミ
に
て
急
流
を
登
る
故
存
之
外
果
散
と
ら
し
旅
人
可
得
心
な
り 

田
草
川
と
竹
内
の
二
人
と
も
、
勇
払
場
所
請
負
人
山
田
屋
文
右
衛
門
が
文
化
二
（
一

八
〇
五
）
年
〜
同
六
（
一
八
〇
七
）
年
の
間
に
開
削
し
た
、
千
歳
を
挟
ん
で
東
側
の
千

歳
〜
ビ
ビ
間
（
二
里
）、
お
よ
び
西
側
の
千
歳
〜
漁
間
（
六
里
）
の
「
新
道
」
を
通
っ
て

い
る
。
千
歳
〜
ビ
ビ
間
は
、
牛
馬
車
を
通
す
よ
う
整
備
し
た
「
ビ
ビ
山
道
」
と
い
わ
れ

る
。
ま
た
、
石
狩
か
ら
帰
路
の
竹
内
甚
左
衛
門
は
、
石
狩
川
（
千
歳
川
）
と
漁
川
が
合

流
す
る
イ
ザ
リ
ブ
ト
（
現
恵
庭
市
域
）
で
船
を
降
り
、
陸
路
を
と
っ
た
。
林
を
抜
け
、

オ
サ
ツ
川
を
渡
り
、
千
歳
会
所
ま
で
歩
い
て
到
着
し
た
。
そ
の
時
の
様
子
を
「
船
、
陸

路
と
も
に
五
里
の
行
程
で
、
到
着
時
刻
も
同
じ
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
漁

太
〜
オ
サ
ツ
〜
千
歳
の
新
道
は
、
千
歳
川
を
船
で
遡
る
と
き
、
標
高
差
に
よ
り
急
激
に

流
れ
が
速
く
な
る
千
歳
会
所
下
流
一
キ
ロ
付
近
の
難
所
を
回
避
で
き
る
こ
と
か
ら
、
重

要
な
道
路
と
な
る
。
の
ち
の
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
島
松
〜
千
歳
間
が
開
削
さ
れ
、

銭
函
か
ら
発
寒
、
札
幌
を
経
て
豊
平
川
を
渡
船
で
渡
り
、
ツ
キ
サ
ッ
プ
を
抜
け
て
千
歳

に
至
る
河
川
に
頼
ら
な
い
街
道
が
完
成
す
る
と
、
松
浦
武
四
郎
は
ビ
ビ
か
ら
千
歳
、
千

歳
か
ら
札
幌
・
銭
函
ま
で
の
陸
路
を
「
東
西
新
道
」

（
ｉ
）

と
呼
ん
で
い
る
。 

以
上
二
つ
の
旅
行
記
は
、
寛
政
十
一
年
の
東
蝦
夷
地
直
轄
を
画
期
と
し
て
、
以
降
「
シ

コ
ツ
」
は
千
歳
川
、
千
歳
会
所
、
地
名
も
千
歳
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。 

箱
館
の
亀
田
と
の
関
連 

こ
れ
ま
で
に
、『
千
歳
市
史
』（
更
科
源
蔵
著
、
昭
和
四
十

四
年
）
で
は
、
千
歳
改
名
の
年
次
と
そ
の
理
由
を
、
現
函
館
市
の
亀
田
改
名
説
に
依
拠

し
て
解
説
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
渡
島
大
野
付
近
と
千
歳
付
近
を
ア
イ
ヌ
は
シ
コ
ツ

と
呼
ん
で
い
た
。」「
シ
コ
ツ
は
死
骨
に
通
じ
、
し
か
も
千
歳
の
近
く
に
は
ユ
ウ
フ
ツ
が

あ
っ
て
、
こ
れ
は
「
有
佛
」
に
通
じ
て
不
吉
な
の
で
、
渡
島
の
シ
コ
ツ
は
当
時
す
で
に

水
田
化
さ
れ
て
い
た
の
で
、
亀
田
と
命
名
し
、
千
歳
の
方
は
深
い
葦
原
で
鶴
が
沢
山
生

息
し
て
い
た
の
で
千
歳
と
し
た
。
こ
れ
は
文
化
二
年
の
こ
と
。」 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
説
は
『
函
館
市
史 

別
巻
亀
田
編
』（
昭
和
五
十
三
年
）
に
よ
る
以

下
の
よ
う
な
検
証
と
判
断
に
基
づ
き
根
拠
を
失
っ
て
い
る
。 

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年
『
松
前
紀
行
』
に
、「
亀
田
川
を
越
え
万
年
橋
を
渡
る
こ
の

あ
た
り
は
志
こ
つ
と
い
ひ
し
が
、
ゆ
ゆ
し
き
名
な
る
と
て
近
頃
改
め
し
と
ぞ
」
と
あ
る

が
、 

①
「
亀
田
」
の
地
名
が
最
初
に
見
ら
れ
る
文
献
は
、
こ
の
文
化
四
年
よ
り
も
一
三
七
年

も
前
に
遡
っ
た
寛
文
十
（
一
六
七
〇
）
年
の
『
津
軽
一
統
志
』
の
記
事
に
、「
一
、
亀

田
川
有 

澗
あ
り 

古
城
あ
り
」
と
、
す
で
に
「
亀
田
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

②
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
〜
一
六
七
二
）
の
地
図
に
は
、「
亀
田
」
は
す
で
に
書
か
れ
て

い
る
。 

③
函
館
の
「
志
こ
つ
」
は
『
松
前
紀
行
』
以
外
に
は
そ
の
名
す
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

『
松
前
紀
行
』
の
他
の
箇
所
で
は
、
シ
コ
ツ
は
も
っ
と
広
域
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
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い
る
。 

④
「
シ
コ
ツ
は
死
骨
に
通
ず
る
発
音
な
の
で
縁
起
の
良
い
、
亀
田
に
変
え
た
」
と
い
う

説
は
、
明
治
以
前
の
文
献
に
は
見
当
た
ら
な
い
。 

⑤
永
田
方
正
は
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
、『
松
前
紀
行
』
を
引
用
し
て
『
北
海
道

蝦
夷
語
地
名
解
』
に
渡
島
の
「
シ
コ
ツ
、
大
谷
、
亀
田
辺
ノ
元
名
」
と
し
た
の
で
は

な
い
か
」。
明
治
以
降
に
『
松
前
紀
行
』
の
「
シ
コ
ツ
」
と
「
亀
田
」
の
両
者
の
つ
な

が
り
を
上
手
く
結
び
つ
け
る
た
め
に
考
え
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

⑥
渡
島
の
亀
田
命
名
説
は
「『
亀
が
生
息
し
て
い
た
』
な
ど
他
に
諸
説
が
あ
る
」
と
説
明

し
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、『
千
歳
市
史
』
の
更
科
解
説
部
分
は
、
明
治
以
降
の
永
田
方
正
を
引
用

し
、
さ
ら
に
羽
太
正
養
の
『
休
明
光
記
』
に
余
分
な
自
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
明
確
な
の
は
、
羽
太
正
養
が
亀
田
村
の
橋
を
亀
に
ち
な
ん
で
「
万
年
橋
」
と

名
づ
け
た
の
が
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
シ
コ
ツ
川
を
鶴
が
生
息
す
る
の
で
千
歳
川

と
改
名
し
た
の
が
翌
年
の
文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

羽
太
正
養
は
万
年
橋
と
の
関
連
で
千
年

せ
ん
ね
ん

の
千
歳
と
命
名
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
先

述
し
た
よ
う
に
漢
字
表
記
に
「
志
骨
」「
支
骨
」
は
あ
っ
て
も
、
更
科
解
説
に
あ
る
「
死

骨
」
と
原
文
に
書
い
た
日
記
等
の
諸
記
録
に
つ
い
て
、
筆
者
は
未
確
認
で
あ
る
。
た
だ
、

編
さ
ん
物
の
『
北
海
道
志
』

（
ｊ
）

（
明
治
十
七
年
刊
行
）
に
「
旧
名
志
古
津
、
国
音
死
骨
ト

通
ス
故
ヲ
以
て
テ
寛
政
年
間
箱
館
奉
行
羽
太
正
養
改
メ
名
ク
」
と
あ
る
。 

四
．
シ
コ
ツ
発
祥
の
地 
 

ア
イ
ヌ
語
地
名
で
は
、
地
形
や
場
所
の
特
色
・
形
状
・
植
生
を
指
し
て
呼
ぶ
こ
と
が

多
い
。
で
は
、
実
際
の
シ
コ
ツ
は
ど
の
場
所
・
地
域
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
諸
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

（
ア
）
知
里
真
志
保
は
一
九
五
四
年
、
シ
コ
ツ
は
も
っ
と
広
い
範
囲
の
地
域
を
指
し
て

い
る
。「
つ
ま
り
、
石
狩
・
勇
払
間
の
石
狩
低
地
帯
を
指
し
、
東
西
南
北
か
ら
の
口

を
そ
れ
ぞ
れ
、
夕
張
（
イ
・
プ
ッ 

そ
れ
の
・
口
）、
漁
（
イ
・
チ
ャ
ル 

そ
れ
の
・

口
）、
ユ
ウ
フ
ツ
（
イ
・
プ
ッ 

そ
れ
の
・
口
）、
江
別
（
イ
・
プ
ッ 

そ
れ
の
・

口
）
と
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
」

（
ｋ
）

と
し
て
い
る
。 

（
イ
）
山
田
秀
三
は
一
九
七
八
年
、
地
形
を
基
準
に
し
た
ア
イ
ヌ
地
名
の
つ
け
方
の
「
く

せ
」
か
ら
考
え
る
と
、
千
歳
市
内
の
地
形
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
明
瞭
な
該
当
場
所

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
解
し
に
く
い
」
と
言
う
。
支
笏
湖
に
向
か
っ
て
、
市

街
地
か
ら
上
の
方
を
眺
め
る
と
、
丘
の
合
間
が
広
い
谷
間
の
地
形
を
な
し
て
い
る

の
で
、
千
歳
川
の
谷
間
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う

（
ｌ
）

と
し
て
い
る
。 

（
ウ
）
長
見
義
三
は
一
九
七
六
年
、
①
石
狩
、
勇
払
地
方
を
含
む
道
央
低
地
帯
、
②
千

歳
川
の
全
流
域
、
③
ふ
化
場
か
ら
上
流
の
渓
谷
、
④
旧
千
歳
市
街
を
中
心
と
す
る

千
歳
川
下
流
の
地
帯
と
し
な
が
ら
、「
統
治
す
る
と
い
う
観
念
の
な
か
っ
た
古
代
人

は
、
広
大
な
地
域
を
示
す
地
名
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
狭
い
範
囲
の
生
活
で
事

足
り
た
ほ
ど
天
産
豊
か
で
あ
っ
た
か
ら
か
。そ
の
意
味
で
①
②
③
は
疑
問
で
あ
る
。

た
だ
③
は
「
ふ
じ
や
地
名
解
」

（
ｍ
）

で
古
老
方
の
支
持
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
、

知
里
真
志
保
が
北
栄
（
市
内
）
の
坂
か
ら
市
街
を
見
下
ろ
し
て
こ
れ
が
シ
コ
ツ
と

叫
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
古
人
は
自
衛
隊
第
七
師
団
寄
り
の
キ
サ
ラ
オ
マ
コ

ツ
の
方
を
小
さ
い
窪
地
と
意
識
し
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
北
栄
を
シ
コ
ツ
と
呼
ん

だ
か
」

（
ｎ
）

と
記
し
て
い
る
。 

（
エ
）
長
見
は
一
九
八
三
年
、『
増
補
千
歳
市
史
』
に
お
い
て
も
、
シ
コ
ツ
の
位
置
に
つ

い
て
は
前
記
③
の
説
明
ま
で
で
擱
筆

か
く
ひ
つ

し
て
い
る
。 

シ
コ
ッ
と
ポ
ロ
コ
ッ 

で
は
、
本
当
の
シ
コ
ツ
は
ど
こ
か
。
こ
の
疑
問
に
対
し
て
新

た
な
説
が
登
場
し
た
。 

（
オ
）
榊
原
正
文
は
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
、
シ
コ
ッ
に
対
す
る
ポ
ロ
コ
ッ
（
広

い
窪
地
・
大
き
な
窪
地 

Poro-kot

）
が
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）
年
陸
地

測
量
部
五
万
分
一
地
図
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

（
ｏ
）

し
て
い
る
。 
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ポ
ロ
コ
ッ
の
地
名
は
、
千
歳
川
を
越
え
る
街
道
に
架
か
る
橋
（
現
在
の
国
道
36

号
「
千
歳
川
橋
」
に
あ
た
る
）
の
約
二 

北
西
側
の
「
窪
地
（
現
在
の
千
歳
市
信

濃
）」に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
同
地
図
で
は「
ポ
ロ
コ
ッ
は
最
大
幅
二
〇
〇
㍍
の
谷
・

凹
地
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
市
立
北
斗
中
学
校
の
西
側
（
自
衛
隊

演
習
場
内
）
に
、
幅
一
〇
〇
㍍
程
の
凹
地
が
二
つ
並
ん
で
合
計
幅
二
〇
〇
㍍
、
深

さ
一
〇
㍍
と
な
っ
て
残
存
し
て
い
る
。
同
校
の
東
側
は
市
街
地
に
埋
め
立
て
た
た

め
に
復
元
で
き
な
い
が
、
長
さ
は
一 

は
続
い
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
そ
の

地
名
が
意
味
す
る
通
り
、
か
な
り
規
模
の
大
き
な
凹
地
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
」
と
し
て
い
る
。 

な
ら
ば
、
対
す
る
「
真
に
大
き
い
・
広
い
窪
地
」
で
あ
る
シ
コ
ッ
は
ど
こ
な
の
か
。

そ
れ
は
、
青
葉
公
園
が
あ
る
丘
陵
と
北
海
少
年
院
が
あ
る
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
河
谷
で
あ

る
。
市
内
地
図
を
見
る
と
、
国
道
36
号
か
ら
千
歳
川
上
流
に
向
か
っ
て
現
在
の
錦
町
・

緑
町
・
春
日
町
・
大
和
・
桂
木
の
各
字
名
一
帯
が
、
千
歳
川
対
面
の
青
葉
公
園
の
山
を

法
面

の
り
め
ん

と
し
て
、「
ポ
ロ
コ
ッ
よ
り
も
大
き
い
凹
地
状
態
で
長
さ
は
約
一
・
五 

、
幅
は

七
〇
〇
か
ら
八
〇
〇
㍍
」、
深
さ
四
〇
㍍
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
谷
・
窪
地
の
形
状
を
深

い
渓
谷
・
窪
地
と
い
う
よ
り
も
、
広
い
谷
・
窪
地
と
捉
え
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
。 

榊
原
も
山
田
秀
三
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
が
本
当
の
シ
コ
ッ
、 

つ
ま
り
シ
コ
ツ
発
祥
の
地
と
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。
図
で
説
明
す
る
と
、
斜
線
模
様

で
表
し
た
一
帯
を
指
し
て
い
る
。
小
さ
い
方
が
ポ
ロ
コ
ッ
の
広
い
窪
地
で
、
対
す
る
真

に
大
き
い
広
い
窪
地
が
、
大
き
い
方
の
斜
線
一
帯
の
シ
コ
ツ
地
域
で
あ
る
。
両
方
の
窪

地
を
一
つ
の
視
界
に
入
れ
て
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
は
建
物
が
混
み
合

っ
て
見
通
し
が
利
か
な
い
の
が
、
残
念
な
と
こ
ろ
だ
。 

 

シ
コ
ッ
、
ポ
ロ
コ
ッ
の
二
つ
の
窪
地
は
、
と
も
に
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
、
箱

館
奉
行
が
勇
払
場
所
請
負
人
山
田
屋
文
右
衛
門
、
石
狩
場
所
請
負
人
安
部
屋
伝
次
郎
に

対
し
、
水
路
に
よ
ら
な
い
道
路
の
開
削
を
命
じ
、
翌
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
完
成

図-2 明治29年（右）と現在の地図におけるシコツ、 
ボロコツの位置 

ポロコツ シコツ 

シコツ

ポロコツ 
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し
た
街
道
（
現
国
道
36
号
）
を
横
断
す
る
共
通
性
を
持
っ
て
い
る
。
シ
コ
ツ
ア
イ
ヌ
の

人
々
は
、『
福
山
秘
府
』
に
記
録
さ
れ
た
万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
か
ら
、
明
治
二
十
九

（
一
八
九
六
）
年
頃
ま
で
に
至
る
約
二
四
〇
年
間
、
シ
コ
ッ
と
ポ
ロ
コ
ッ
を
目
印
や
道

標
と
し
て
、
効
果
的
に
使
い
分
け
て
生
活
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
疑
問
点
も
残
っ
て
い
る
。
ポ
ロ
コ
ッ
は
明
治
二
十
九
年
地
図 

上
に
一
回
の
記
録
が
あ
る
の
み
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
他
の
文
献
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
。「
シ
コ
ッ
」（
真
の
・
谷
）
と
「
ポ
ロ
コ
ッ
」（
広
い
・
谷
）
の
対
応
・
対
比
の
妥

当
性
も
吟
味
が
求
め
ら
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、「
勇
払
・
石
狩
間
山
道
」
の
千
歳
と
ビ
ビ
の
間
に
は
、「
ヲ
ホ
コ
ツ
」（
深

い
・
谷)

、「
キ
サ
ラ
コ
ツ
」

（
ｐ
）

（
耳
の
あ
る
・
谷
）
の
地
名
も
あ
る
。
シ
コ
ッ
が
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
ポ
ロ
コ
ッ
、
ヲ
ホ
コ
ツ
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 お
わ
り
に 

寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
に
徳
川
幕
府
が
東
蝦
夷
地
を
直
轄
と
し
、
さ
ら
に
文
化

四
（
一
八
〇
七
）
年
に
は
西
蝦
夷
地
も
直
轄
と
す
る
。
こ
の
間
の
文
化
二
（
一
八
〇
五
）

年
に
千
歳
に
改
名
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
は
、
川
名
、
地
域
名
、
沼
名
を
シ
コ
ツ
と
呼
ん

で
い
た
。 

た
だ
、
沼
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
長
都
沼
を
「
シ
コ
ツ
沼
」
と
呼
ん
だ
先
述
の
田

草
川
伝
次
郎
や
竹
内
甚
左
衛
門
の
例
と
、一
方
、現
支
笏
湖
と
認
識
し
て
呼
ん
で
い
る
、

勝
知
文
（
福
居
芳
麿
）
や
磯
谷
則
吉
の
例
が
あ
る
。
勝
知
文
は
、『
東
夷
周
覧
』（
享
和

元
年
・
一
八
〇
二
）
で
「
シ
コ
ツ
沼
。
此
沼
よ
り
落
る
水
筋
を
シ
コ
ツ
川
と
云
」。
磯
谷

則
吉
は
、『
蝦
夷
道
中
記
』
で
「
シ
コ
ツ
川
と
云
、
水
源
は
ヱ
ニ
ハ
ノ
ボ
リ
の
梺

ふ
も
と

シ
コ

ツ
ト
ウ
よ
り
流
レ
出
ル
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
シ
コ
ツ
沼
」
は
、
二
通
り

に
認
識
さ
れ
て
い
た
。 

認
識
の
相
違
が
ど
こ
か
ら
生
じ
た
の
か
。
シ
コ
ツ
沼
は
シ
コ
ツ
川
の
水
源
だ
と
理
解

し
て
い
る
勝
や
磯
谷
は
、「
タ
ロ
マ
ヘ
ノ
ホ
リ
」（
現
樽
前
山
の
こ
と
、
ノ
ホ
リ
（
ヌ
プ

リ
）
は
山
の
意
味
）、「
イ
シ
ャ
リ
ノ
ホ
リ
」（
現
恵
庭
岳
）
を
実
際
に
踏
査
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
案
内
人
の
ア
イ
ヌ
民
族
を
石
狩
や
ユ
ウ
ブ
ツ
か
ら
頼
ん
で
き
た
場
合
は
、

千
歳
地
方
の
細
か
い
地
名
に
つ
い
て
不
案
内
の
た
め
、
単
純
に
一
般
的
な
呼
び
名
と
し

て
沼
は
「
シ
コ
ッ
」（
窪
地
）
と
呼
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。 

シ
コ
ツ
沼
が
、「
支
骨
湖
」
の
名
称
、
漢
字
表
記
に
な
る
の
は
、
松
浦
武
四
郎
の
安
政

四
（
一
八
五
七
）
年
『
夕
張
日
誌
』
が
初
出
で
あ
る
。
現
在
、
シ
コ
ツ
の
名
称
が
残
さ

れ
、
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
「
支
笏
湖
」
の
み
と
な
っ
た
（
文
中
敬
称
略
）。 

付
記 

竹
内
甚
左
衛
門
『
西
蝦
夷
地
旅
行
日
記
』
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
高
橋
由
彦
氏
翻
刻

「
西
蝦
夷
地
旅
行
日
記
」（
た
き
か
わ
歴
史
地
図
研
究
会
『
古
地
図
に
見
る
西
蝦
夷
地
と
イ
シ

カ
リ
川
筋
』
平
成
十
九
年
）
の
解
読
を
参
考
に
し
た
。 

 註 （
１
）
地
蔵
慶
護
が
、『
千
歳
民
報
』
に
平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
十
月
二
十
日
か
ら
十
二
月
十

五
日
に
か
け
て
、「
シ
コ
ツ
歴
史
散
歩
」
を
四
八
回
連
載
し
た
。
こ
の
な
か
で
、
松
浦
武
四

郎
著
『
夕
張
日
誌
』「
東
西
蝦
夷
場
所
境
目
取
調
書
」
を
足
で
歩
い
て
検
証
し
た
結
果
、
シ

コ
ツ
の
位
置
を
、「
こ
の
沼
四
里
四
方
」
と
書
か
れ
た｢

オ
サ
ツ
ト
ウ
か
ら
マ
オ
イ
ト
ウ
に
か

け
て
の
大
沼
、
す
な
わ
ち
、
大
き
な
く
ぼ
地
を
シ
コ
ツ
と
呼
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
の

が
私
の
結
論｣

と
し
て
い
る
。
そ
の
裏
づ
け
史
料
に
、
田
草
川
伝
次
郎
『
西
蝦
夷
地
日
記
』

の
「
イ
ヘ
ツ
の
上
シ
コ
ツ
沼
な
り
、
千
年
川
は
シ
コ
ツ
沼
へ
流
入
・
・
」
を
あ
げ
て
説
明
し

て
い
る
。 

（
２
）
知
里
真
志
保 

昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年 

『
地
名
ア
イ
ヌ
語
小
辞
典
』 

（
３
）
海
保
嶺
夫 
平
成
十
一
（
一
九
九
九
）
年 

『
蝦
夷
地
の
こ
ろ
（
北
海
道
開
拓
記
念
館
常

設
展
示
解
説
書
３
）』
一
一
頁 

（
４
）「
松
前
国
蝦
夷
図
」
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年 

高
倉
新
一
郎
編
著
『
北
海
道
古
地
図
集
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成
』
昭
和
六
十
二
年
所
収 

（
５
）『
新
撰
北
海
道
史
』
第
二
巻 

通
説
一 

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
所
収 

（
６
）『
蝦
夷
商
賈
聞
書
』
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年 

函
館
市
中
央
図
書
館
蔵 

（
７
）『
新
撰
北
海
道
史
』
第
五
巻 

史
料
一 

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
所
収 

（
８
）
山
崎
栄
作 

昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年 

『
木
村
謙
次
集 

上
巻
』 

（
９
）
松
浦
武
四
郎 

『
夕
張
日
誌 

全
』 

北
海
道
立
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム 

（
10
）『
新
撰
北
海
道
史
』
第
五
巻 
史
料
一 

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
所
収 

（
11
）
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
五
）
年
四
月
二
十
三
日
、
千
歳
市
指
定
有
形
文
化
財
と
な
る
。

厨
子
と
ご
神
体
弁
財
天
像
は
現
在
、
千
歳
神
社
に
安
置
さ
れ
て
あ
り
、
レ
プ
リ
カ
が
千
歳
市

立
図
書
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。 

（
12
）
武
藤
勘
蔵 

寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年 

『
蝦
夷
日
記
』 

（
13
）
磯
谷
則
吉 

享
和
元
（
一
八
〇
一
）
年 

『
蝦
夷
道
中
記
』 

（
14
）
田
草
川
伝
次
郎 

文
化
四
（
一
八
〇
七
）
年 

『
西
蝦
夷
地
日
記
』 

中
山
利
国
編
（
昭

和
十
九
年
・
石
原
救
龍
堂
） 

（
15
）
竹
内
甚
左
衛
門 

文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年 

『
西
蝦
夷
地
旅
行
日
記
』（「
津
軽
家
文

書
」
所
載
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
立
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
） 

（
16
）
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
の
樽
前
山
大
噴
火
に
よ
り
、
積
も
っ
た
火
山
灰
の
こ
と
。 

（
17
）
山
田
文
右
衛
門
が
私
費
を
投
じ
て
改
修
し
た
道
で
「
千
歳
越
え
」
と
呼
ば
れ
る
。
安
政

五
年
六
月
、
千
歳
か
ら
勇
払
を
越
え
た
松
浦
武
四
郎
は
、
戌
午
日
誌
の
中
に
「
東
西
新
道
」

と
記
し
、「
右
の
方
是
よ
り
坂
を
七
十
八
丁
下
る
や
ヒ
ベ
ン
コ
本
名
ヘ
ン
ケ
ヒ
ゝ
と
い
へ
る

よ
し 

上
の
冷
水
の
湧
出
る
処
と
云
り 

此
処
に
四
尋
も
深
き
水
湧
壷
一
ツ
有
し
と 

其

に
て
号
し
も
の
ゝ
よ
し
。
番
屋
一
棟
有 

従
チ
ト
セ
此
処
ま
で
二
里 

先
年
よ
り
此
道
無
り

し
を
山
田
文
衛
門
と
い
へ
る
者
、
此
処
を
切
開
、
馬 

牛 

車
の
三
つ
の
通
路
を
つ
け
、
チ

ト
セ
会
所
元
の
鮭
を
皆
ユ
ウ
フ
ツ
下
げ
に
致
し
候
様
に
致
せ
し
も
の
也 

此
処
よ
り
小
舟

に
て
凡
そ
四
里
に
て
ユ
ウ
フ
ツ
会
所
へ
着
す 

余
先
年
来
た
り
し
時
は
此
処
よ
り
船
に
て

下
る
也 

然
し
当
時
其
川
す
じ
干
せ
し
致
し
て 

舟
通
り
が
な
く
な
り 

今
は
此
処
の
番

屋
は
廃
せ
し
と
か
や
」
と
記
す
。 

道
筋
は
、千
歳
会
所
―
マ
マ
ツ
―
ル
ウ
サ
ン
―
ヌ
プ
ノ
シ
ケ
―
キ
サ
ラ
コ
ツ
―
オ
ホ
コ
ツ

―
ル
イ
カ
ウ
シ
コ
ツ
―
追
分
―
右
へ
行
け
ば
ビ
ビ
、
左
へ
行
け
ば
パ
ン
ケ
ビ
ビ
で
、
か
つ
て

の
室
蘭
街
道
と
ほ
ぼ
同
じ
道
筋
と
な
っ
て
い
る
。 

（
18
）（
17
）
に
同
じ
。 

（
19
）
開
拓
使
が
「
十
年
計
画
」
を
実
施
、
経
過
し
て
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
二
月
に
廃

史
す
る
に
あ
た
り
、
同
十
七
年
に
大
蔵
省
が
刊
行
し
た
開
拓
使
時
代
の
地
理
・
風
俗
・
政
治
・

外
事
・
物
産
に
関
す
る
事
項
。
同
書
は
、
千
歳
改
名
の
年
次
を
寛
政
年
間
と
し
て
誤
記
し
て

い
る
。 

（
20
）
知
里
真
志
保
「
北
海
道
駅
名
の
起
源
」 

佐
々
木
利
和
編
『
ア
イ
ヌ
語
地
名
資
料
集
成
』

所
収
（
昭
和
六
十
三
年 

草
風
館
） 

（
21
）
山
田
秀
三 

昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年 

『
ア
イ
ヌ
語
地
名
の
研
究
３
』 

（
22
）
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
こ
ろ
、
長
見
も
参
加
し
た
山
三
ふ
じ
や
㈱
の
社
長
渡
部

茂
、
関
亀
三
、
林
元
一
の
三
人
が
中
心
と
な
り
、
地
名
も
含
め
た
千
歳
の
ア
イ
ヌ
文
化
全
般

に
つ
い
て
古
老
た
ち
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
覚
書
の
こ
と
を
指
し
、
刊
行
物
で
は
な
い
。 

（
23
）
長
見
義
三 

昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年 

『
ち
と
せ
地
名
散
歩
』
北
海
道
新
聞
社 

（
24
）
榊
原
正
文 

平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年 

『
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ア
イ
ヌ
語
地
名
３ 

石

狩
Ⅱ
』 

北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー 

 
（
25
）
伊
能
忠
敬 

文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
頃 

『
蝦
夷
国
測
量
図
』 

  


